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地質調査所月報（第3巻第1号）
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第2図　若狡i珪石鍵床形態の都分概念手面図（安齊1944）

り若狭珪石組含を組織し今日におよんでいる。操業開始

以來の総出鉱量は約50万tである。

現在

　労務者約150名
　月産李均3，000t（冬季4ヵ月休

　　　　業）
　仕向先の主なるものは

　八幡製鉄，冨士製鉄，品川白煉

　瓦，黒崎窯業，日本鋼管の諸会

　吐である。

　設備として

　75HPコンプレツサー　2基

　墾岩機8台

　索道1km20蜘
　積込場貯鉱槽，工員合宿等があ

　る0
　　7．結　　言

’本鉱床は本邦赤青白珪石鉱床中最も

大規模なもので，その品位の良好なこ

とと共に他に比を見ないものである。

しかも現在まで御嶽山北東側の露頭部

を開発したに過ぎず，主鉱体の上方轡

曲部・下部・新庄・佐柿・太田方面の露頭

はほとんど未着手のま箋で，鉱床の全

貌はまだ露われず將來性も極めて大き

なものであるる丹波方面の各錺床が次

第に採掘困難となりっ』麦，る今日，本

鉱山の存在は極めて重要ぞあるが，今

後さらに大量の出鉱を要求される場合

．には次の諸点が必要ゼある。

　1．索道の増設および積込場の増設

　2．本鉱体上部の大規模な剥土

3．本鉱体下部のタテ入坑の開設および坑内探掘（冬

　季作業のため）

　　　　　　　　（昭和24年7月調査）
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北海道渡島国上ノ国零寸硫化、鉄鑛床調査報告

齋　藤　正　雄鷺

　　　　　　R6＄um6？
Py・rite　Deposits　in　Ka〕mino輩uni－Mura，Hi－

　　　yam皐一Gun，Hokkaiaδ。

　　　　　　　by
　　　　　Masao　sait6
　Geological　featur（ミs　in　these　region　are

＊北海道支所『

constituted　of　Palaeozoic　sediments　intrude（i

by　t血e　stock　ranging　from　diorite　to（1uartz・

diorite，and．Neogene　Tertiary　sediments．

PaIaeozoic＄ediments　consist　of　slate，horn－

fels，schaistein，meta♪diabase，shale，（1uartz・

ite，　chert，　Iimestone　in　part　skarnized，

conglomerate，sandstone　etc．and　Neogene
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北海道渡島国上ノ国村硫化鉄鉱床調査報告（齋藤正雄）』

Tertiary　sediments，gray　shale，sandstone，

conglomerate，1iparitic　tuff．

　　Three　pyrite　deposits　（of　the　Niss＆n

claim，［formOrly－Tekkosha　claim，RyU6mi－

ne）of　the　replacement　origin　and　the　veins

are　known　in　丑imestone，　meta・diabase，’

chert，slate－elongating　NNW　to　NNE。

　　These6res　consist　of　pyfite，quartz，

cδ1cite，　sphalerite，　galena，　chalcopyrite，

magnetite，hematite，pyrrhotite，gamet，

epidot，clinozoisite，actinobite，tremolite，

chlorite　etc．　　　　　　　l

　　High　grade　ores　contain35to40％S　an（玉

10w　grade　ores15to20％S．These　have

been’abandoned　except　Ry葡Mine．

　　　　　　　要　　　　約

　本地区は北海道檜山郡上ノ国村にあつて江差線桂岡駅

の南西に当り，龍王鉱山は桂岡駅の西方2．5km，元鉄興「

瀧鉱区はその南方1．5km，一日産鉱区は桂岡駅の南西方

4kmに位置する。

　附近の地質は古生暦・新第三紀暦および第四紀窟よわ

・なり，閃線岩質岩が古生暦を貫く。鉱床は閃線岩質岩の逆

入に起因し，古生暦中の主として石荻岩・チャート中に

胚胎する広義の接触乃至その後の鉱脈鉱床ゼあつて・概

してNNWおよびNNEの膨縮に富む延長性を有し，い。

づれも東方に35。ん80。傾く。鉱石としてはスカルン鉱床

に伴う磁鉄鉱・磁硫鉄鉱・赤鉄鉱および黄鉄鉱を先行さ

ぜ，粒状石英を脈石とする黄鉄鉱の晶出をみ，その後に

・黄銅鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱を随伴ざせた・脈石としての

スカルン鉱物には柘榴石・線簾石・クリノ

ゾイサイト，’線閃石・i透角閃石等が麦）るo　・

品位は下鉱ぞS25％程度，上鉱部ゼは

S40％に近い。今後の見通しとして龍王鉱

山の残存鉱量はほどんど望み得ないが，日

産鉱区および元鉄興肚鉱区の開発には多大

の期待が持てる。ただしこのためには，その

搬出および品質に多少の難点力1鴇るので・

高度の選鉱・採鉱按術を必要とする・

　　　　1．緒『、　・言一

　渡島国上ノ国村め大準山近縁に硫化鉄鉱

床が各所’に胚胎する；とは久しい以前よ1り

知られ1かな6探鉱もされ開発邊鉱ざれた

所も麦，る。すなわち日産鉱区，［元鉄興就鉱

区および龍王鉱山がその主なものぞあるo

今回当地域の中龍王鉱山を主としてその予察調査を行っ

た。踏査期聞は昭和25年6月下旬の6甲聞であつたが，

鉱庫賦存部瑛3箇所にわかれており・，日産鉱区の如ぐ荒

廃の地にあつたりしたため，これらの全貌を明らかにす

ることはできなかつた。今回の調査ぞ特記すべき点は石

英閃線岩の逆入に関係する接触鉱床がみられたことであ

るo，1

　調査に際し種’々便宜を与えちれた龍王鉱山干場準作，1、

村岡李己知の諸氏に深謝する。

　　　　　　2。位置および交通　，

　本地区は渡島国檜山郡上ノ国村にあわ，江差線桂岡駅

の西南に当る。すなわち龍王鉱山は桂岡駅の西方直距離

2。5km，元鉄興泣鉱区はさらに龍王鉱山の南方1．5km，

日産鉱区は桂岡駅の南南西直踵離略々4kmの所に位置す

る。龍王鉱山と桂岡駅間の馬車運搬は可能であり，元鉄

興肚鉱区迄はかつて馬車蓮搬を行つたが，現在は道路荒－

廃し修理を要する。日産鉱区は最も遠くしかも高度363甲

の大卒山を越えねぱなちず，かつ途中辛うじて小径の通

ずる以外は僚とんど雑草が繁茂しているので現物に至る

には案内なしには困難ぞ，桂岡駅より徒歩2時聞半乃至

3時聞はかかるρ

　　　　　　3．地形および地質

　区域の最北端を北西流する天ノ川は龍王鉱山の沢，厚

志内沢等の数多の支流を集めて自由蛇行し，河辺に広範

な洪海地および扇賦地を形成している。また時に三ヵ月

湖および湿地馨を伴つてい為。天ノ川に澹つて海抜200m

程度の馬背状丘陵が北西走し，．その南側に大安在川が西

鷺る・大禰、“363・9m）の南部で蹴較臆峻な唖

帯をなし，河谷も深く刻まれて急流をなし，－批年期の地

貌を呈する。
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　当地区山地帯を構成する地質の概凄を述ぶれば，いわ・

ゆる古生暦，新第三紀暦，第四紀暦および火成岩類から

成つているる古生暦は本地域の基盤をなし，主として区

域の東側に広く分布し，西側ぞは沢辺に澹つて露出する

のみゼ季る。本暦にはテヤー丹珪岩が最も多く，次い

ぞ粘板岩，頁岩，石友岩および輝線岩があり，時に輝線

擬荻岩，礫岩，砂岩を交える。本暦の大略の走向はNNW

ゼ，NEに＄09～60。傾斜する。

　新第三紀暦は古生麿を不整合に被覆し，下部は礫岩・一

砂岩・凝友岩互暦ゼ，・上部は友色泥岩を主とする砂岩，

凝荻輩頁岩暦ゼある。本暦は10。～150の緩傾斜をなすも

のが多く，その走向は定まらないが略々NNWを示すも

のが優勢ぞ麦）るo

　火成岩類には石英閃緑岩，閃緑岩お‡びアプライトが

あつて古生暦中に岩瘤もしくは岩脈として逆入し，極め

ズ僅か欺露頭をみせている¢しかし本岩類は区域の南方

にかなりの露頭を示す花嵩閃緑岩と岩相の差があるのみ

ゼ，同岩体の一部と考えられる。・

　石英閃線岩は龍王鉱山に僅かに露出して友緑色中粒ゼ

麦，り1鏡下において石英ゴ斜長石，黒雲母，普通角閃石

結晶よりなわ，副成分鉱物として燐友石がある。これら

の量的割合は斜長石が最も多く，石菓，普通角閃石がこ
’
れ
に

次ぎ，黒雲母は少なく，燐友石は極め七稀ぞある・

こめ中の斜長石は聚片双晶をなし累帯構造をなすものが

麦，る。：普通角閃石は多色性著しく，琴譜淡黄褐色，Y＝

褐色，Z二幣線褐色を呈する。黒雫母には時に2家印に

普通角閃石から変つたと思われるものもあわ，多くは緑

泥石化しているo　’

　閃緑岩は斑編岩質ゼ日産鉱区に小分布を示し，幣緑暗‘

友色ゼ風化すれば暗褐色となる。本岩の構成鉱物は赤褐ノ

色角閃石，斜長石，黒雲母よりな’り，いづれもその変質

が甚だしく，右英は全くみられないが燐友石をかなり随

伴しでいる。　赤褐色角閃石ほ多色性を有し，軋X二淡褐

色，Y＝褐色，Z二赤福色でああり，緑泥石に変ること

が多い。斜長石はその大部が汚染されており，曹長石化

ざれるものが多い。黒雲母はいづれも2次的に角閃石か

ら変つたものと，思われ，淡黄乃至茶褐色の多色性を示

すo

　変輝線岩は龍王鉱山露頭の過半を占め，暗褐色乃至線

色堅緻ゼあつて，鏡下にてオフチヅグ構造を呈し，斜長1

石は柏子木1伏に，輝石は黒雲母若しくは線閃石！線泥石

化し，時に線簾石を生じている。これらは石英閃線岩貫

入による変化と考えられる。同時匠輝線凝友岩も変成作

用をうけて有色鉱物は黒雲母化，緑閃石化，線泥石化し．

ているo　』

　ホルンフエルスは粘板岩り変つたもので，変成作用の

結果黒雲母を生じ，さらに線泥右に変つズいる。

石友岩は龍王鉱山附近では数箇所に小露頭を，日産鉱

区ではかなりの分布を示している。変成作用を受けてい

ないものゼは次白色～荻色緻密であるが，しばしば熱変

成作用のため再結晶して帯褐友色糖晶状を呈し，時に緑

簾石，橘石を産する。婿石は菱形断面をなすが，普通白

くぼやけて白チタン石に変つている。この他龍王鉱山で

は石友岩中にスカルン鉱物を多産するがこれについては

後述する。

構造的にみて当地方古生暦の地殼変動による錆乱は左、’

程激しくはない。断暦ほ龍王鉱山に1，日産鉱区にβが

確認され，いづれもNNE方向を示して略や鉱体の延長

に並行してお駕またこれの直交方向すなわち略々EW

方向にしぼしぼ粘土脈がみられて，これらの方向にある

程度の旛造線が考えられるが，鉱床生成に多少とも関係　、

あると思われるものはNE方向である。

　　　　　　4．鉱床概論　　’
本地区の鉱床は大別して龍王鉱山附近，元鉄興批鉱区

に2箇所，日産鉱区に2箇所があつて，古生暦の石灰岩，．

チャート，粘板岩，輝線凝荻岩，輝縫岩等中に胚胎す

る。これらは右英閃線岩，閃線岩との接触部率よびその

接触部からかならの鋤に生庫翻・ている・鉱体はレン

ズ状のものが多いが地区にょつてその形若しくは大きさ

等に著しい差異が認められる。すなわち龍王鉱山ゼはそ

の延長10数m，幅および潔さがせいぜい数mの不規則小

鉱体をなし，元鉄興肚鉱区の新鉱床ゼはその水Z卜延長お

び幅はせいぜい数m前後一であるが深さの方向にはioOm

余に亘つて断続するよう・で麦）わ，日産鉱区になるとその

大露頭では延長および深さが数10m，幅が1G～30m（富

鉱部は数m）の大鉱体を形成し，厚志内川浩いのもので

は延，々1kmに亘る輻20～35m（富鉱部は1～5m）の断

続鉱脈群をなすよラぞある。ただしこれら地区の鉱床は

常にNNW乃至NNEの方殉性を保ち，その角度はまち

まちであるが東に急傾斜するζとが多い。

　鉱床はスカルン鉱物を脈石とする磁鉄鉱，磁硫鉄鉱鉱

床と・これらを交代するラ・，石英を脈石とする黄鉄鉱・

黄銅鉱』閃亜鉛鉱・方錯鉱鉱床に．2大別される。この中

黄鉄鉱の晶出が最も著しく，また広範囲に亘つてみられ

るもので，この富鉱部が硫化鉄鉱床どして稼待の対象と

なつている。

・龍王鉱山の鉱床はスカルン体中に麦，つて，磁鉄鉱，磁f

硫鉄鉱，赤鉄鉱，黄鉄鉱の晶出に続く黄鉄鉱石英部がみ

られ，元鉄興砒鉱区旧鉱床ではスカルン鉱物は見当らな

いが，同じく磁鉄鉱，磁硫鉄鉱，赤鉄鉱，黄鉄鉱中に黄

鉄鉱石英部の鉱化が麦，6，日産鉱区大露頭ゼは磁硫鉄

鉱，赤鉄鉱，黄鉄鉱の晶出（極めて僅少）後に石英を脈
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右とする黄鉄鉱，閃亜錯鉱（比較的多い），方錯鉱，黄’　磁鉄鉱および磁硫鉄鉱はクリノゾィサィト・線閃石等

銅鉱の鉱化があつた。この他元鉄興瀧鉱区新鉱床では黄　　のスカルン鉱物に密接に伴つて共生する。鏡下では他形

鉄鉱のみ，日産鉱区厚志内川濃いのものは黄鉄鉱を主と　　結晶の集合を示し，磁鉄鉱は帯紫友色，磁硫鉄鉱はクリ

する閃亜錯鉱・方錯鉱・黄銅鉱石英脈であう峯考えられ　　一ム色であつて，時に磁硫鉄鉱を交代している。，

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤鉄鉱は3地区ともに極めて少量であり，僅かに鏡下

　鉱床母岩の熱水変質ξしては多少め差はあるが，珪化　　において線閃石，線泥石あるいは石英脈中に微細な鱗片

作用および線泥石化作用が普遍的で麦，ピ，，日蓬鉱区では　　朕自形結晶としてみられる。

特に絹雲母化・白雲母化の顕箸な部分がみられる。．　　　黄鉄鉱は各地区で石英脈中に密集し・接触する母岩中

　　　　　5．鉱　　　　石　　　　　　　　　　にもかなりの範囲に石英に伴つてみられる。龍王鉱山で

　本地域にみられる鉱石の組成鉱物としては，磁鉄鉱・　はスカルン中に一面に不規則な輪郭を示す集含体として

，磁硫鉄鉱・赤鉄鉱・黄鉄鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱・黄銅鉱．散点し，また磁鉄鉱若しくは磁硫鉄鉱の裂罐に滑うか，

および柘榴石・線簾石・クリノゾイサイト・線閃石・遷　　これらを交代していることがある。必ずしも一定の結晶

角閃石・石英・炭酸塩鉱物・線泥石等がある。これらの　　形を示してはおらず，普通には六面体の径0。5mm程度

中特に黄鉄鉱が多く，また石英および炭酸塩鉱物も略々　　ぞあるが，日産鉱区の大露頭部では5角12面体の小乃至

、これに準じている。スカルンを作る柘榴石・線簾石・ク　　中粒結晶の集合が多いようで，時に径2cmに達するもの

リノゾイサイトゼ線閃石・透角閃石は磁鉄鉱1・磁硫鉄鉱　　がある。鱗下では石英に交代ざれて半自形乃至他形をな

等とともに主として龍王鉱山にみられ，閃亜鋸鉱・方　1すことが多いが，全く自形を示す場合もみられる。

錯鉱・黄銅鉱は日産鉱区に限られて時にやや纏つた鉱体　　　黄銅鉱は全く他形をなして閃亜鋸鉱と密接に伴つ《い

をなしている。スカルン鉱物としては柘榴石が特に目立　・る・

ち，家いで線閃石・透角閃石が割に広くみられ，線簾石　　　閃亜鉛鉱およぴ方錯鉱は日産鉱区の粒状石英脈中に黄

およびクリノゾィサイトは局部的である。　　　　　　　鉄鉱と共存し，時に密集して小鉱体をなしている。欄亜

　以上の各組成鉱物の主なものについて簡箪

にその聴徴を記載する。

　柘榴石は径0，2mm前後の細粒集合として

産し）時には径1cmに達するものがあり，い

づれも褐織色を呈している。おそらく友馨柘

榴石成分に富んでいるものと思わずtる。鏡下

では明らかな粟帯構造および光学異状を示し

ているo

．線簾石およびクサノゾイサイトほ柘榴石と

1共伴する場合が多いが，時に軍独でも出る。

鏡下では自形乃至他形で，柘榴石の間隙を満

たしていることがある。

　線閃石および透角閃石は鏡下では繊維状若

しぐは針状結晶で，時に放射状集合をなし，

しぱしば線泥石に変つていることがある。，

　石英および炭酸塩鉱物は当地方で最も広範

囲に亘つてみられ，鉱石中の裂毒卑に滑うか，

または網賦脈1伏に貫入することも多い。石英

は鉱床の一部をなして多産し，鏡下ぞは細粒

，～粗粒（粗粒のもgは龍王鉱山に多い）の粒

状の集合を示しており，僅かにかみ合い構造

をなすことがある・炭酸塩鉱物中時に龍王鉱

山でみられるように，幅15～30cm程度の菱

鉄鉱脈があつて，その大部が褐鉄鉱化してい

るo
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錯鉱の方が多く，一般に他形をなして黄鉄

鉱の裂罐を埋めるか，臼あるいは交代してい．

．る。閃亜錯鉱中には滴状ρ黄銅鉱を含むこ

とも稀てゴクまなし・0

　　　　6．鉱床各論

　a）龍王鉱山
　本鉱山の鉱床は石英闘線岩露頭の東側

150mに麦，つて，その主要鉱体は長い不規

則なレンズ朕をなして石友岩周縁のスカル

ン体中に胚胎する交代鉱床である。鉱床は

概してNloo～300Wの走向を有し，その傾

斜はNE15。一・350ゼある。現採掘現場附

近でみられる鉱体の延長は18mで，幅は

1．5ん4m，確められた深さは6mで麦）る。

延長性に関してはこの北北西直距離70mの

　　　　　　　　　　　　メ西麦流澹いに特に磁鉄鉱に富んだ鉱床がみ

られること，および現場の南方直睡離700m

の沢滑いに類似鉱床が賦存することより，

少なくともこれを結んだNNWよりSES

にかけての方陶性が推察される。

　本鉱床の初生金属鉱物と思われるものに

は磁鉄鉱・磁硫鉄鉱・赤鉄鉱および黄鉄鉱

が浅）るが，これらは常に柘榴石・緑簾石・

クリノゾイサイト・線閃石・透角閃石およ

び石英・炭酸塩鉱物のいづれかを伴つてい

る。このうち黄鉄鉱が主部をなしており，

この部の脈石に石英が多い。炭酸塩鉱物お

よび石英細脈はしばしぼ鉱石を貫いてい

巽y薩蛎

　　　　　5＝

1，

0　　　　　　　300m

る。残留石友岩の周りには線閃石に富む部ザあるが，普

通には柘榴石を主とするその他のスカルン鉱物の集含で

あるo
　探掘現場附近の鉱床の瓶況を示せぼ，第2図の通りで

凌）る。

　b）・元鉄興肚鉱区

　本鉱区の鉱床は大安在川の上流で略汝800m離れて新

旧2箇所に賦存する。その下流のものが鉱床で，主とし

て珪岩若しくは粘板岩中に胚胎し，その延長方向橡概し

てNNEに近い。鉱床の延長として20mは見込まれるが，

その幅および深ざに等に関しては坑道埋没のため解らな

い。初生金属鉱物としては黄鉄鉱を主とし，磁鉄鉱・赤

鉄鉱・磁硫鉄鉱を有し，脈石は石英・方解石9ほかに緑

泥石が友，る。最後に方解石脈によつて貫かれ，石英細脈

も多い。

　新鉱床では竪坑埋没のためほとんど檬子が解らない

が，略々：NS方向に数m延びるようであり，話しによれ

ば1GGmに余る断続母る落しを有し，幅は2～3mとの

第3図　日塵鍼匠附謎地質鑛床図

ことである。貯鉱中より採取した試料を検すると，金属

鉱物としては黄鉄鉱のみによりなり，脈石は石英で僅か

に絹雲母を含んでいる。

　・e）　日産、鉱区

　本鉱区の鉱床賦存地も二つに大別される。すなわちそ

の一つは大李山南部分水嶺附近（高踵β00m）の大露頭

・で麦，1），他はこれより下厚志内沢に浴う高距200血附近

のものである。いづれも主としてチャート（時に粘板岩）

中に胚胎する鉱床と思われ，閃線岩もしくはアプラィトー

の小露頭がコ，三みられる。鉱床はNNE～NSに不規則

レンズ欺に断続せる鉱脈をなし，略々東に傾斜するよう

．である。

　大露頭の下部に上段第1坑が麦，わ，さらに高踵差30～

35m下位に中段坑（3坑道がある）があるが，いづれも

崩壌して内部の様子が解らない。聞く厨によれぼ，上段

第1坑の鑓押しによら確認された富鉱部はNNE延長数

10mで，数mの幅で東へ傾斜し，中段坑道i迄i連続している

もののようゼある。しかも中段坑ゼは寧ろ優良となつて

42ヤ（42）
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●

お転これよ6下部－＞は余りきかないと

いうこ、とである。なお鉱体の延長方向に

チャートが著しく破砕角礫賦を呈するの

ゼ，断暦の存在が考えられる。この部の

初生金属鉱物には磁硫鉄鉱・赤鉄鉱・黄

鉄鉱・黄銅鉱・閃亜錯鉱・方錯鉱がある

が，特に黄鉄鉱に富み乳磁硫鉄鉱・赤鉄

鉱は極めて稀である。・閃亜錯鉱は黄鉄鉱

に次ぐが，局部的である。脈石としては

石英参その大部を占め，これは粒状構造

を呈し，僅かに寄木構造をなす。脈石部

に絹雲母を含むことがある。

　　　　　H’翻　　w　　v　　　　　▽　　▽1

1
∬

石英脈（絹雲母化）　　　　　N輪失鉱帯

富絋体（黄鉄鉱》閃亜錯鉱》方鉛鉱）V同上優良部

　x　F関亜鉛瓢に富宙部・
　×メ　　　、　　　　　　　　　　　W赤色チャート層

断層粘土帯　9」＿一＿プ　　下部嘱鉄瓢鰍

　厚志内沢滑いのものは沢に滑つて6坑道を有して各た

坑内で蓮絡され，その鑓押延長はNNE方向に略々1k卑

ぞ，富鉱体はその間に1～5mの幅で断続しているよう

である。当時入坑ぞきた第3坑を元にして説明を加える

と，概して東に急傾斜するが，富鉱部の上盤にほかな1）の

黄鉄鉱の鉱染があつて，その幅は20～30mにも達し，し

ぼしばこの中にも不規則では麦，るが1二，三の上鉱部が

鉱脈に李行に伸びている。なお富鉱体の上位にNNEの

走向で東に80。傾斜する断暦粘土帯が麦，る。鉱石中の金

属鉱物として黄鉄鉱・閃亜錯鉱・万鋸鉱r黄銅鉱がある

が，黄鉄鉱を主として方錯鉱・黄銅鉱は極めて少ない。

脈石としては粒賦石英がその犬部をなし，時に緑泥石を

含んでいる。

　第3坑の鉱床の断面を概念図を以つて示せば第4図の

通わである。

　　　　　　7．品位および鉱量

　各地区における硫化鉄およびその他の参考分析品位を

挙げるとヂ次の通りである。（伊藤聡・山本利雄分析）

第4図　日産鑛囁第3坑鑛床断面概念図

試料採囎所講灘欝

龍王鉱山第一

3坑前
　同　　上

龍王鉱山第

2坑前
同第3坑前
同邊鉱場

．龍王鉱山の

南700m
龍王鉱山沢
西支流貯鉱

日産大露頭・

　同　　上

日産下部第
3坑

　同　　上

日産上段上
2坑

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

1，03

0．38

、0．63

0．30

0．20

15．00

58．00

十55，00

　2．30

0．50

3．00

Fe％

39．67

61。60

30ほ9

34，25

38．，50

25．93

55．22

34．70

22，54

24．57

22．29

27．86

S％

39．G2

4．67

28．95

30、15

28．20

27．16

4，85

38．83

21．94

25．70

22，07

30．41

備 考

磁鉄鉱に富む部

極めて不規則な
鉱体
手選粉鉱

網状賑

磁鉄鉱に富む部

上鉱（延長方向）

露頭部李均鉱

並鉱李均

下鉱部粘土化

．以上の分・析結；果の中で，特にS％がFe％よわ少ない

のは，磁鉄鉱の含有によるもあゼあろう。また龍王鉱山

および日産鉱区では，略凄S25％前後となつておわF，そ

の富鉱部李均はS40％に近いことが解る・ただし元鉄興

置鉱区では，坑道の埋没でそり鉱石品位は明らかにし得

ないが，貯鉱鉱石よ幻推察すれば，他鉱山のものに優る

と思われるo、

　鉱量については龍王鉱山以外は坑道埋没のたあ全く推

定でき’ない。龍王鉱山のものはその延長10数m，幅1～

4mの小鉱体の大半が採掘し盤ざれ，今後延長方向の探

鉱次第で若干の鉱石は期待できるが，多くを望み難い。

日産鉱区の大露頭はその斜面の露頭面積が略々58× 55

（m2）で，李均S％は22％，この中に不規則に富鉱部が

ある。もしこれよわ中段第2．坑まで蓮続性が嘩、るものと

すれぼ，その落しとして数10mは見込まれるので，たと

え膨縮断続を繰わ返すとしても，かなわの鉱量示予想で

きる。厚志内川に沼う鉱床はこれも6坑道のほとんど全

部が崩壌しているため，その鉱量を算定することはでき

ないが，坑道内の鉱床が断続しているものとすれば，

1kmに近い延長性を有するので，ここでも相当量を期待

できる。既に各坑内よわ略々2，000tが探掘貯鉱されて

いる。元録興肚鉱区ぞは竪坑水海前に既に100m余わ掘

6下げ，延長5～1qm，幅2～5mぞ不規則な落しを有

していたといわれ，今後の開発如何によつてはかなりの

鉱量を期待できる0

　　　　　　8．沿革および現況

　本地方の硫化鉄鉱床の沿革に関しては，明らかな記録

はないが，いづれも干場李作の発見になる。すなわち昭，

和9年に日産鉱区大露頭を発見したに始まり，昭和10年

に登録，同年末日産1とて買牧，昭和11年より厚志内川澹い

のものを合わせて開発に着手，大戦にて休山当時には労

務者200名が3交替で採鉱（坑道の数は上段に2，中段

麺3，下段に6）していたということであるo大露頭で』　　．

はその中心にボーリングが下ざれ，、附近に発電装置（20

43一（43）　，
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KwH）を有し，40馬力発動機および墜岩機3台があ

つた。3，000t程度探掘をみたといわれるが，．搬出計画

中に休山となわ，現に厚志内川辺に流出のため1，000～

2，000tの貯鉱をみるに過ぎない。

　元鉄興肚鉱区は昭和11年よ、り竪坑掘り下りに着手，10

m毎に階段をつけ，昭和14年略女100rd下つた時に湧水

のため埋没した。既に4，000t位邊鉱したということであ

る。現に数100tの貯鉱があつて品位優良ぞある。

　龍王鉱山は昭和25年3月菅原貞右衛門により開発ざ

、れ，80t程度の邊鉱をみて，伺年6月田蘭早太と共同経

営となり現在に室つた。

　　　　　　　　9．結　　　　言

　本地方の古生暦中には硫化鉄鉱床が主として3鉱区5

箇所に知られ，既に開発されている。しかも今鋒さらに

発見される可能性が劫・鰍聯床の外・各所に鉱染も

しくは細脈がみられる。

　鉱床は石英閃線岩の逆入に伴う高熱交代乃至熱水起源

の黄鉄鉱およびその後の晶出になる黄鉄鉱を主とし，こ

の中に磁鉄鉱・磁硫鉄鉱・赤鉄鉱・黄銅鉱・閃亜錯鉱・

方錯鉱を含むが，黄鉄鉱を除いてはほとんど経済的価値

がないo

　本地区の硫化鉄鉱床の中少なくともその一部が深熱水

期に晶出されたと思われる理由として，とゐ部の脈石石

英が粗粒斌構造をなして膠質構造あるいは縞状構造のよ

うな浅熱水期所産と考えられる鉱石構造のないこと，玉

髄質石英を欠くこと1附近に特殊な地質構造がみられな

いこと等が挙げられる。ただし臼産鉱区のものに関しで

は，これが鉱脈状をなすとと，P母岩の変質に絹雲母化の

多いこと，極めて嵯かながら晶洞を有す為こと等によつ

てほかのものに比しやや浅熱』水性のものと属われるo

　当時企業中のものは龍王鉱山のみ七あつたが，本鉱山

は比較的磁鉄鉱に富む部（脈石はスカノレン鉱物）があつ

て，鉱床学的に興味をひかれるとはいえ，’極めて小規模

の鉱体ぞ既に100t余の採掘を見て，後はほとんど残存鉱

量を見込めない。　　　　　『　　　　　　　　　、

　元鉄興瀧鉱区に2箇所あつ七，その一・つ（新鉱床）は

竪坑100卑ゼ水没しているが，この部の物理探鉱により

その結果次第でボーリングを行えば，相当量の優良鉱が

，期待できる。同時に他箇所（旧鉱床）3旧坑附近の物翠

探鉱等を行い，鉱床の実体を把握する必要がある。

　日産鉱区は現状ゼは最も希望を持てるもので，品位お

よび搬出に多少の難点はあるが，鉱量には不安がない。．

すなわ†フこれが開発には大露頭より数101n下部の申段坑

に至る鉱体の朕況を知るため物理探鉱およびボーリング

ゐ必要性が考えられ1また厚志川澹い6坑道間略汝1km

に胚胎編鉱脈の蓬続性を見極めるための埋没坑道の取

り開けに緊急を要し1大露頭一厚志内川の李行脈聞の物

理探鉱催ましい・解し榔本地区は搬出に考慮を必

要とする関係上，これらが本格的開発のためには高度の

選鉱・採鉱技術を取り入れねばならぬであろう・

　　　　　　　　　　　　　、（昭和25年6 月調査）
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　　　　　　　　　R6sum6、

SeismicS皿veyinOiIFi61d．nearS厩bara，

　　　　　　Niigata　Prefecture．

　　　　　　　　　　by

Kumiji　Iida　an（i　Shinli　Nin＆gawa

　　　The　seismic　refraction　survey　was

perfomed　in　an　oil　field　at　Suibara　district

dur三ng　the　period　from　July　to　August　in

1949．Bジthe　last　survey　the　un（1erground

structure　in　this　area　was　disclosed．　The

results　of　this　＄urvey　contribute（i　to　the

geologi母co丘elatibn　of　Terti鍵y　formations

涛　物探部長　鼎　物探部員

including　Shiiya，and，Terad．omari　formations

which　indicated　the　main　oil　bearing　beds．

Four　kinds　of　seismic　wave－velocity－Iayer

were　found．Th6main　oil　bearing　beds　seem

t・c・rresp・ndt・thef・rmati・nsincludin窪the

third　and　P　the　fourth　velocity－1ayers，　th3

value　of　which　is2．Okm／sec．and3．Okm／sec

respec㌻ively．

These　velocity　I＆ye士s（1ecline　generα11y　with

the　dip　a』hgle　of　about　IQ。一20Q　toward　the

direction　from　east　to　west，but　there　cap

be　seenl　a　small　upheaved　area　in　the　west－

em　part　on　the　traverse　line，which　may

be　related　to　some　kind　of　oil　structure．
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